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一般社団法人 薬学教育協議会 

第 69回理事会議事録 

 

日  時：令和 5 年 3月 15日（水）10：00～11：35 

（ZoomによるWEB 会議） 

会  場：（ホスト会場）薬学教育協議会事務局 

出 席 者：別記 1 

配付資料：別記 2 

 

○定足数について 

第 11期理事 22 名中 16名の理事が出席しており、定款第 37条に定める定足数を満たしているの

で、本理事会は成立すると本間代表理事が宣言した。なお、開始時は 16名の出席であったが、途中か

ら出席した理事が 2名いたため、間もなく出席者は 18名となった。 

 

○議案 

1. 2023(令和 5)年度事業計画（案） 

資料 1に基づき、本部事業計画について本間代表理事が説明した。来年度は、認定実務実習指導薬

剤師養成講習会の内容の再編成を行うことや、文部科学省委託事業「大学における医療人養成の在り

方に関する調査研究」事業の 2年目として「（令和 4 年度改訂版）薬学教育モデル・コア・カリキュ

ラム」の周知、「薬学実務実習に関する連絡会議」を継承する予定の「病院・薬局実務実習推進委員

会」を再開し、「薬学実務実習に関するガイドライン（令和 4年度改訂版）」を作成することなどを説

明した。また、文部科学省の委託事業「薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂を踏まえた調査研

究」が採択されたため、教育用コンテンツの開発を行う予定であると説明した。なお、各支部の

2023(令和 5)年度事業計画（案）は大きな変化は無いと説明し、詳細は割愛した。 

2023(令和 5)年度事業計画（案）は異議無く承認された。 

 

2. 2022(令和 4)年度補正予算案 

北海道支部と中国・四国地区より提出された 2022(令和 4)年度補正予算案（資料 2）について

本間代表理事が説明し、異議なく承認された。 

 

3. 2023(令和 5)年度予算案 

資料 3に基づき関藤事務局長が、来年度からは認定実務実習指導薬剤師の更新数がピークをす

ぎるため、「認定審査料」の収入が減額となる見込みであること、また、予算案の赤字分の主な

支出である認定実務実習指導薬剤師管理システム開発のための支出は、2022(令和 4)年度黒字見

込み額の約 500 万円をもって補填する予定であり、2024(令和 6)年度には赤字は解消される見込

みであることを中心に説明した。 

2022 年度繰越金に訂正があり、税理士の円城寺氏の指導のもと訂正して記載したと説明があっ

た。 
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2023(令和 5)年度予算案は異議なく承認された。 

なお、各支部の 2023(令和 5)年度予算案は大きな変化は無いため説明は割愛した。 

 

4. 病院・薬局実務実習中央調整機構委員会規則（改正案） 

実情に合わせて、以下のとおり変更したいと本間代表理事が提案し、異議無く承認された。 

 

＜病院・薬局実務実習中央調整機構委員会規則＞ 

第 3条（1）薬学教育協議会理事（代表理事を含む）4名 ⇒ 4名以内 

 

○協議事項および報告事項 

1. 文部科学省委託事業について 

資料 5-1、5-2に基づき、本間代表理事が説明した。 

 

2. 認定実務実習指導薬剤師認定事業について 

資料 6-1に基づき、事務局員の石澤氏が認定状況について報告した。 

また、資料 6-2、6-3に基づき、認定実務実習指導薬剤師認定委員会の概要を本間代表理事が

報告した。 

 

3. 認定実務実習指導薬剤師養成研修委員会の報告 

資料 7に基づき、本間代表理事が概要を報告した。 

 

4. 病院・薬局実務実習中央調整機構委員会の報告 

資料 8-1、8-2に基づき、第 45、46回病院・薬局実務実習中央調整機構委員会において意見交

換を行ったハラスメントやインターンシップの問題、緊急時の連絡先の登録などについて本間代

表理事が報告した。 

ハラスメントについては、全国的なガイドラインのようなものがあると良いとの意見が出され

た。これに対して、本間代表理事が今後、病院・薬局実務実習推進委員会において議論したいと

考えていると発言した。 

 

5. 2023(令和 5)年度会議日程について 

最近は直前に日程調整をして開催日を決めているが、2023 年度は資料 9のとおり予め会議日

程を決めて実施したいと本間代表理事が提案した。 

予め日程を決定することに対して肯定的な意見が出され、2023年度は資料 9の予定で開催す

ることになった。 

会議は対面での開催が望ましいとの意見が出され、本間代表理事が Zoom に限定せずハイブリ

ッド開催とすることを基本とし、社会の情勢等を見て決めたいと回答した。 
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以上、相違ありません。 

 

2023年 3月 29 日 

 一般社団法人 薬学教育協議会 

 代表理事  本  間  浩 

（押印済み） 

 

 監 事  三 輪 亮 寿 

（押印済み） 

 

 監 事  齊  藤  勲 

（押印済み） 
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別記 1  一般社団法人 薬学教育協議会 第 69 回理事会出席者名簿 

 

 氏名（敬称略） 所属・役職 出欠 

代表理事 本間 浩 薬学教育協議会、北里大学 名誉教授 〇 

専務理事・ 

業務執行理事 
亀井 美和子 帝京平成大学薬学部 〇 

業務執行理事 北川 裕之 神戸薬科大学 〇 

業務執行理事 鈴木 匡 名古屋市立大学大学院薬学研究科 〇 

業務執行理事 平田 收正 和歌山県立医科大学薬学部 〇 

理事 太田 茂 和歌山県立医科大学薬学部 欠 

理事 岩渕 好治 東北大学大学院薬学研究科 〇 

理事 賀川 義之 静岡県立大学薬学部 〇 

理事 越前 宏俊 明治薬科大学 〇 

理事 中村 明弘 昭和大学薬学部 欠 

理事 奥 直人 帝京大学薬学部 〇 

理事 赤路 健一 京都薬科大学 欠 

理事 神野 透人 名城大学薬学部 〇 

理事 三島 健一 福岡大学薬学部 〇 

理事 井上 圭三 一般社団法人 日本私立薬科大学協会 〇 

理事 佐々木 茂貴 公益社団法人 日本薬学会 〇 

理事 山本 信夫 公益社団法人 日本薬剤師会 〇 

理事 武田 泰生 一般社団法人 日本病院薬剤師会 欠 

理事 竹本 佳司 国公立大学薬学部長（科長・学長）会議 〇 

理事 西島 正弘 一般社団法人 薬学教育評価機構 〇 

理事 白幡 晶 城西大学 学事顧問 〇 

理事 富岡 佳久 東北大学大学院薬学研究科 〇 

監事 三輪 亮寿 三輪亮寿法律事務所 〇 

監事 齊藤 勲 元厚生省大臣官房 〇 

顧問 百瀬 和享 昭和大学名誉教授 〇 
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別記 2  配付資料 

 

資料 1： 2023(令和 5)年度事業計画（案） 

資料 2： 2022(令和 4)年度補正予算案 

資料 3： 2023(令和 5)年度予算案 

資料 4： 病院・薬局実務実習中央調整機構委員会規則（改正案） 

資料 5-1： 改訂モデル・コア・カリキュラムの概要について 

資料 5-2： 「大学における医療人養成の在り方に関する調査研究」（令和 5年度予算案） 

資料 5-3： 「大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業」公募要領 

資料 6-1： 認定申請・審査状況 

資料 6-2： 第 1回認定実務実習指導薬剤師認定委員会 議事録 

資料 6-3： 第 2回認定実務実習指導薬剤師認定委員会 議事録 

資料 7： 第 1回認定実務実習指導薬剤師養成研修委員会 議事録 

資料 8-1： 第 45回病院・薬局実務実習中央調整機構委員会 議事録 

資料 8-2： 第 46回病院・薬局実務実習中央調整機構委員会 議事録 

資料 9： 2023(令和 5)年度会議予定（案） 

参考資料 1： 第 68回理事会 議事録 

 


